
国際日本学
インスティテュート

人文科学研究科

（２）カリキュラムおよび履修上の注意
　①学籍科目について

　学籍科目は、自身の学籍上の所属専攻（哲学専攻・日本文学専攻・英文学専攻・史学専攻・地理学専
攻）の設置科目を履修してください。国際日本学の科目として合同授業になっている所属専攻の科目も、
学籍科目として認められます。
　学籍科目の履修登録は、自身の学籍上の所属専攻のシラバスに記載されている授業コードで登録して
ください。国際日本学インスティチュートのシラバスに記載されている授業コードで登録した場合は、
学籍科目として集計されません。

　②必修科目について
　1 年次、2 年次それぞれの学年で「国際日本学合同演習Ⅰ・Ⅱ」計 2 単位と指導教員が担当する「国
際日本学演習Ⅰ・Ⅱ」計 4 単位を修得することで、必修科目の修了所要単位が満たされます。なお、「国
際日本学合同演習Ⅰ・Ⅱ」では毎年度、修士論文に向けた中間発表を行います。
　「国際日本学演習Ⅰ・Ⅱ」は、指導教員以外の教員が担当する科目も複数履修することができます。た
だし、指導教員以外の「国際日本学演習Ⅰ・Ⅱ」の修得単位は、『履修登録科目確認通知書』や『成績通
知書』にはシステムの設定上、必修科目として表示されますが、実際には指導教員の担当科目ではない
ため、国際日本学基幹科目の単位として換算されることを覚えておいてください。

科目区分 修了所要単位 履修方法
学籍科目 4 単位以上 学籍上の所属専攻の設置科目

必修科目 12 単位以上

下記のとおり履修すること
　国際日本学合同演習Ⅰ・Ⅱ　　計 4 単位
　国際日本学演習Ⅰ・Ⅱ※　　　計 8 単位
※指導教員が担当する国際日本学演習Ⅰ・Ⅱが必修科目とな
る。指導教員以外の教員が担当する国際日本学演習Ⅰ・Ⅱは
必修科目ではなく、国際日本学基幹科目として認定する。　

国際日本学基幹科目
8 単位以上 必修科目で 12 単位を超えた場合は、国際日本学基幹科目と

して認定する国際日本学関連科目
他専攻科目（注） 単位数制限なし 履修する場合は、他専攻・他研究科のシラバスを参照のこと

修士論文 ― 論文の審査ならびに最終試験に合格すること
合計 30 単位以上

（注）履修にあたっては、事前に指導教員および授業担当教員に了解を得てください。

修士課程
 1．修了要件

（１）修了所要単位
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2．授業科目担当者一覧

③「日本語論文作成実習Ⅰ・Ⅱ」「日本語論文作成基礎ＡⅠ〜Ⅳ」「日本語論文作成基礎ＢⅠ〜Ⅳ」の履修
について
• 標記科目は留学生を対象とします。留学生は 1 年次に必ず履修してください。
• 標記科目を履修する場合、4月のオリエンテーション期間中に実施されるプレースメントテストを受け
てください。その成績により、「日本語論文作成実習Ⅰ・Ⅱ」「日本語論文作成基礎ＡⅠ～Ⅳ」「日本語
論文作成基礎ＢⅠ～Ⅳ」のいずれを履修するかが決まります。
•「日本語論文作成実習」を履修することになった学生はそのⅠとⅡを、「日本語論文作成基礎Ａ」を履
修することになった学生はそのⅠ～Ⅳを、「日本語論文作成基礎Ｂ」を履修することになった学生はそ
のⅠ～Ⅳを、それぞれ指定されたクラスで受講してください。「日本語論文作成実習」「日本語論文作
成基礎Ａ」「日本語論文作成基礎Ｂ」を組み合わせたかたちでの履修はできません。
• 秋学期に入学する研修生、委託研修生、特別研修生等は標記科目を履修することができません。日本
語作文にかかわる授業の履修を希望する場合、「日本文学・国際日本学論文作成基礎実習」（日本文学
専攻・国際日本学インスティテュートにおいて開講）を履修してください。

 標記科目は、研究科共通科目「日本語論文作成 AI～ IV」、「日本語論文作成 BI～ IV」とは異なる科
目です。研究科共通科目を履修しても修了所要単位には含まれないのでご注意ください。

④「国際日本学論文作成実習（英語）Ⅰ・Ⅱ」について
国際日本学インスティテュートでは、修士論文に論文要旨の英訳を添付することを義務づけています。
学術的な文章を英語で表現する力を身につけるためにも、履習することを推奨します。
⑤「日本文学・国際日本学基礎演習」「日本文学・国際日本学論文作成基礎実習」の履修について
標記科目は、秋学期に入学する研修生、委託研修生、特別研修生を主な対象とします。学術的な文章

を英語で表現する力を身につけるためにも、履修することを推奨します。
⑥その他注意事項
他専攻の学生を受け入れない科目もありますので、他専攻・他研究科の科目を履修する場合は、指導
教員の指導を仰いでください。

【連続】：前年度までに履修して単位を修得した科目を今年度もう一度履修すること。
【重複】：同じ年度内に、同じ名前の科目を複数履修すること。
【他専攻】：他専攻の学生が履修可能な科目。

授業科目 担当教員名 単位 連続 重複 他専攻 備考
＜必修科目・国際日本学演習＞

国際日本学演習Ⅰ 西　塚　俊　太 2 〇 〇（注） 〇 哲学専攻と合同：
日本思想史研究Ⅰ－ 1

国際日本学演習Ⅱ 西　塚　俊　太 2 〇 〇（注） 〇 哲学専攻と合同：
日本思想史研究Ⅰ－ 2

国際日本学演習Ⅰ 伊　海　孝　充 2 〇 〇（注） 〇 日本文学専攻と合同：
日本中世文芸演習 A

国際日本学演習Ⅱ 伊　海　孝　充 2 〇 〇（注） 〇 日本文学専攻と合同：
日本中世文芸演習 B

国際日本学演習Ⅰ 遠　藤　星　希 2 〇 〇（注） 〇 日本文学専攻と合同：
中国文学 A

国際日本学演習Ⅱ 遠　藤　星　希 2 〇 〇（注） 〇 日本文学専攻と合同：
中国文学 B

国際日本学演習Ⅰ 王　　　　　安 2 〇 〇（注） 〇 日本文学専攻と合同：
日本言語学演習ⅡＡ

国際日本学演習Ⅱ 王　　　　　安 2 〇 〇（注） 〇 日本文学専攻と合同：
日本言語学演習ⅡＢ

授業科目 担当教員名 単位 連続 重複 他専攻 備考
＜必修科目・国際日本学演習＞
国際日本学演習Ⅰ 君嶋　泰明 2 〇 〇※ 〇 哲学専攻と合同：現象学研究Ⅰ - １
国際日本学演習Ⅱ 君嶋　泰明 2 〇 〇※ 〇 哲学専攻と合同：現象学研究Ⅰ - ２
国際日本学演習Ⅰ 西塚　俊太 2 〇 〇※ 〇 哲学専攻と合同：日本思想史研究Ⅰ－１
国際日本学演習Ⅱ 西塚　俊太 2 〇 〇※ 〇 哲学専攻と合同：日本思想史研究Ⅰ－２
国際日本学演習Ⅰ 伊海　孝充 2 〇 〇※ 〇 日本文学専攻と合同：日本中世文芸演習Ａ
国際日本学演習Ⅱ 伊海　孝充 2 〇 〇※ 〇 日本文学専攻と合同：日本中世文芸演習Ｂ
国際日本学演習Ⅰ 遠藤　星希 2 〇 〇※ 〇 日本文学専攻と合同：中国文学Ａ
国際日本学演習Ⅱ 遠藤　星希 2 〇 〇※ 〇 日本文学専攻と合同：中国文学Ｂ
国際日本学演習Ⅰ 王　安 2 〇 〇※ 〇 日本文学専攻と合同：日本言語学演習ⅡＡ
国際日本学演習Ⅱ 王　安 2 〇 〇※ 〇 日本文学専攻と合同：日本言語学演習ⅡＢ
国際日本学演習Ⅰ 尾谷　昌則 2 〇 〇※ 〇 日本文学専攻と合同：日本言語学演習ⅠＡ
国際日本学演習Ⅱ 尾谷　昌則 2 〇 〇※ 〇 日本文学専攻と合同：日本言語学演習ⅠＢ
国際日本学演習Ⅰ 小秋元　段 2 〇 〇※ 〇 日本文学専攻と合同：日本文芸特殊研究ⅡＡ
国際日本学演習Ⅱ 小秋元　段 2 〇 〇※ 〇 日本文学専攻と合同：日本文芸特殊研究ⅡＢ
国際日本学演習Ⅰ 小林　ふみ子 2 〇 〇※ 〇
国際日本学演習Ⅱ 小林　ふみ子 2 〇 〇※ 〇

　③国際日本学基幹科目について
　　「国際日本学論文作成実習（英語）Ⅰ・Ⅱ」

　国際日本学インスティテュートでは、修士論文に論文要旨の英訳を添付することを義務づけています。
　学術的な文章を英語で表現する力を身につけるためにも、履習することを推奨します。

　　「日本語論文作成実習Ⅰ・Ⅱ」
　　「日本語論文作成基礎ＡⅠ〜Ⅳ」
　　「日本語論文作成基礎ＢⅠ〜Ⅳ」

・ 上記科目は人文科学研究科修士課程の留学生が対象です。留学生は 1 年次に必ず履修してください。
・  4 月のオリエンテーション期間に実施するプレースメントテストを受けてください。テストの結果に

より、上記科目のいずれを履修するかを人文科学研究科が指定します。
・ 指定されていない科目を履修することはできません。
・ 秋学期に入学する留学生ならびに委託研修生は、上記科目の履修に替えて、秋学期に開講する「日本

文学・国際日本学基礎演習」「日本文学・国際日本学論文作成基礎実習」（日本文学専攻・国際日本学
インスティテュート共通設置科目）を履修してください。

④国際日本学関連科目について
　　「日本文学・国際日本学基礎演習」
　　「日本文学・国際日本学論文作成基礎実習」

　上記科目は秋学期に入学する人文科学研究科の留学生ならびに委託研修生が対象です。

⑤その他の注意事項
他専攻・他研究科の科目を履修する場合は、事前に指導教員および授業担当教員に了解を得てください。
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授業科目 担当教員名 単位 連続 重複 他専攻 備考
国際日本学演習Ⅰ 坂本　勝 2 〇 〇※ 〇 日本文学専攻と合同：日本文芸特殊研究ⅠＡ
国際日本学演習Ⅱ 坂本　勝 2 〇 〇※ 〇 日本文学専攻と合同：日本文芸特殊研究ⅠＢ
国際日本学演習Ⅰ スティーヴン・ネルソン 2 〇 〇※ 〇 日本文学専攻と合同：日本文芸特殊研究ⅣＡ
国際日本学演習Ⅱ スティーヴン・ネルソン 2 〇 〇※ 〇 日本文学専攻と合同：日本文芸特殊研究ⅣＢ
国際日本学演習Ⅰ 間宮　厚司 2 〇 〇※ 〇 日本文学専攻と合同：日本言語学原典研究Ａ
国際日本学演習Ⅱ 間宮　厚司 2 〇 〇※ 〇 日本文学専攻と合同：日本言語学原典研究Ｂ

国際日本学演習Ⅰ 川﨑　貴子 2 〇 〇※ 〇 英文学専攻と合同：
言語学演習（応用言語学）Ａ

国際日本学演習Ⅱ 川﨑　貴子 2 〇 〇※ 〇 英文学専攻と合同：
言語学演習（応用言語学）Ｂ

国際日本学演習Ⅰ 福元　広二 2 〇 〇※ 〇
英文学専攻と合同：
英語学演習（英語史・言語変化理論）Ａ

国際日本学演習Ⅱ 福元　広二 2 〇 〇※ 〇
英文学専攻と合同：
英語学演習（英語史・言語変化理論）Ｂ

国際日本学演習Ⅰ 椎名　美智 2 〇 〇※ 〇 英文学専攻と合同：英語学特殊研究第一
（英文法・文体論・語用論）Ａ

国際日本学演習Ⅱ 椎名　美智 2 〇 〇※ 〇 英文学専攻と合同：英語学特殊研究第一
（英文法・文体論・語用論）Ｂ

国際日本学演習Ⅰ 大塚　紀弘 2 〇 〇※ 〇 史学専攻と合同：日本中世史演習Ⅰ
国際日本学演習Ⅱ 大塚　紀弘 2 〇 〇※ 〇 史学専攻と合同：日本中世史演習Ⅱ
国際日本学演習Ⅰ 松本　剣志郎 2 〇 〇※ 〇 史学専攻と合同：日本近世史演習Ⅰ
国際日本学演習Ⅱ 松本　剣志郎 2 〇 〇※ 〇 史学専攻と合同：日本近世史演習Ⅱ
国際日本学演習Ⅰ 伊藤　達也 2 〇 〇※ 〇 地理学専攻と合同 : 人文地理学演習Ⅰ
国際日本学演習Ⅱ 伊藤　達也 2 〇 〇※ 〇 地理学専攻と合同 : 人文地理学演習Ⅱ
国際日本学演習Ⅰ 小原　丈明 2 〇 〇※ 〇 地理学専攻と合同 : 社会経済地理学演習Ⅰ
国際日本学演習Ⅱ 小原　丈明 2 〇 〇※ 〇 地理学専攻と合同 : 社会経済地理学演習Ⅱ
国際日本学演習Ⅰ 佐々木　達 2 〇 〇※ 〇 地理学専攻と合同 : 地域社会論演習Ⅰ
国際日本学演習Ⅱ 佐々木　達 2 〇 〇※ 〇 地理学専攻と合同 : 地域社会論演習Ⅱ
国際日本学演習Ⅰ 島田　雅彦 2 〇 〇※ 〇
国際日本学演習Ⅱ 島田　雅彦 2 〇 〇※ 〇
国際日本学演習Ⅰ 謝　茘 2 〇 〇※ 〇
国際日本学演習Ⅱ 謝　茘 2 〇 〇※ 〇
国際日本学演習Ⅰ 髙田　圭 2 〇 〇※ 〇
国際日本学演習Ⅱ 髙田　圭 2 〇 〇※ 〇
国際日本学合同演習Ⅰ 伊海　孝充 1 〇
国際日本学合同演習Ⅱ 伊海　孝充 1 〇

※指導教員ではない教員の授業は、同年度に重複履修可
＜国際日本学基幹科目＞
世界の日本論と
日本学Ⅰ アンドレ・リネペ 2 〇 〇 日本文学専攻と合同：学際的文学論Ａ

（文学の境界領域、文学と宗教等）
世界の日本論と
日本学Ⅱ アンドレ・リネペ 2 〇 〇 日本文学専攻と合同：学際的文学論Ｂ

（文学の境界領域、文学と宗教等）
国際日本学論文作成実
習（英語）Ⅰ スティーヴン・ネルソン 2 〇 〇

国際日本学論文作成実
習（英語）Ⅱ スティーヴン・ネルソン 2 〇 〇
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授業科目 担当教員名 単位 連続 重複 他専攻 備考
国際日本学論文作成実
習（英語）Ⅰ スティーヴン・ネルソン 2 〇 〇

国際日本学論文作成実
習（英語）Ⅱ スティーヴン・ネルソン 2 〇 〇

日本語論文作成実習Ⅰ 山中　玲子 2 人文科学研究科の留学生対象
日本語論文作成実習Ⅱ 山中　玲子 2 人文科学研究科の留学生対象
日本語論文作成基礎ＡⅠ 幸田　佳子 1 人文科学研究科の留学生対象
日本語論文作成基礎ＡⅡ 中島　久朱 1 人文科学研究科の留学生対象
日本語論文作成基礎ＡⅢ 幸田　佳子 1 人文科学研究科の留学生対象
日本語論文作成基礎ＡⅣ 中島　久朱 1 人文科学研究科の留学生対象
日本語論文作成基礎ＢⅠ 幸田　佳子 1 人文科学研究科の留学生対象
日本語論文作成基礎ＢⅡ 中島　久朱 1 人文科学研究科の留学生対象
日本語論文作成基礎ＢⅢ 幸田　佳子 1 人文科学研究科の留学生対象
日本語論文作成基礎ＢⅣ 中島　久朱 1 人文科学研究科の留学生対象
日本語の性格Ⅰ 滝浦　真人 2 〇 〇
日本語の性格Ⅱ 滝浦　真人 2 〇 〇
伝統文化と民衆世界Ⅰ ヤナ・ウルバノヴァー 2 〇 〇
伝統文化と民衆世界Ⅱ ヤナ・ウルバノヴァー 2 〇 〇
日本の思想・西欧の思
想Ⅰ 髙田　圭 2 〇 〇

日本の思想・西欧の思
想Ⅱ 髙田　圭 2 〇 〇

史料から読む琉球とア
ジアⅠ 得能　壽美 2 〇 〇

史料から読む琉球とア
ジアⅡ 得能　壽美 2 〇 〇

戦後沖縄と対外関係Ⅰ 明田川　融 2 〇 〇
戦後沖縄と対外関係Ⅱ 明田川　融 2 〇 〇
仏教思想と仏教美術Ⅰ 高橋　悠介 2 〇 〇
仏教思想と仏教美術Ⅱ 高橋　悠介 2 〇 〇
データ分析法Ⅰ 田中　邦佳 2 〇 〇
データ分析法Ⅱ 田中　邦佳 2 〇 〇
サブカルチャー論Ⅰ 倉本　さおり 2 〇 〇
サブカルチャー論Ⅱ 倉本　さおり 2 〇 〇
＜国際日本学関連科目・文学と言語＞
日本文学・国際日本学
基礎演習 本塚　亘 2 日本文学専攻と合同：

人文科学研究科の留学生対象
日本文学・国際日本学
論文作成基礎実習 金子　広幸 2 日本文学専攻と合同：

人文科学研究科の留学生対象
近代の文芸批評Ⅰ 田中　和生 2 〇 〇 日本文学専攻と合同：日本文芸批評史Ａ
近代の文芸批評Ⅱ 田中　和生 2 〇 〇 日本文学専攻と合同：日本文芸批評史Ｂ

神話と歌Ⅰ 坂本　勝 2 〇 〇 日本文学専攻と合同：
日本古代文芸原典研究Ａ

神話と歌Ⅱ 坂本　勝 2 〇 〇 日本文学専攻と合同：
日本古代文芸原典研究Ｂ

平安時代の物語Ⅰ 加藤　昌嘉 2 〇 〇 日本文学専攻と合同：日本古代文芸演習Ａ
平安時代の物語Ⅱ 加藤　昌嘉 2 〇 〇 日本文学専攻と合同：日本古代文芸演習Ｂ
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書誌学と文献学Ⅰ 阿部　真弓 2 〇 〇 日本文学専攻と合同：
日本中世文芸原典研究Ａ

書誌学と文献学Ⅱ 阿部　真弓 2 〇 〇 日本文学専攻と合同：
日本中世文芸原典研究Ｂ

能と楽劇Ⅰ 山中　玲子 2 〇 〇 日本文学専攻と合同：能楽作品研究Ａ
能と楽劇Ⅱ 山中　玲子 2 〇 〇 日本文学専攻と合同：能楽作品研究Ｂ

江戸の文芸と文化Ⅰ 丸井　貴史 2 〇 〇 日本文学専攻と合同：
日本近世文芸原典研究Ａ

江戸の文芸と文化Ⅱ 丸井　貴史 2 〇 〇 日本文学専攻と合同：
日本近世文芸原典研究Ｂ

江戸の思想史Ⅰ 髙木　元 2 〇 〇 日本文学専攻と合同：日本近世文芸演習Ａ
江戸の思想史Ⅱ 髙木　元 2 〇 〇 日本文学専攻と合同：日本近世文芸演習Ｂ

日本語の歴史と現在Ⅰ 竹林　一志 2 〇 〇 日本文学専攻と合同：
日本語・日本文学の基礎Ａ

日本語の歴史と現在Ⅱ 竹林　一志 2 〇 〇 日本文学専攻と合同：
日本語・日本文学の基礎Ｂ

現代日本語のしくみⅠ 古牧　久典　 2 〇 〇 日本文学専攻と合同：日本語学特講Ａ
現代日本語のしくみⅡ 古牧　久典　 2 〇 〇 日本文学専攻と合同：日本語学特講Ｂ
沖縄文芸史Ⅰ 福　寛美 2 〇 〇 日本文学専攻と合同：沖縄文芸史Ａ
沖縄文芸史Ⅱ 福　寛美 2 〇 〇 日本文学専攻と合同：沖縄文芸史Ｂ
女性文学Ⅰ 藤木　直実 2 〇 〇 日本文学専攻と合同：女性文学Ａ
女性文学Ⅱ 藤木　直実 2 〇 〇 日本文学専攻と合同：女性文学Ｂ
文学と映画Ⅰ 越川　道夫 2 〇 〇 日本文学専攻と合同：文芸と視聴覚芸術Ａ
文学と映画Ⅱ 越川　道夫 2 〇 〇 日本文学専攻と合同：文芸と視聴覚芸術Ｂ
文学と風土Ⅰ 多田　蔵人 2 〇 〇 日本文学専攻と合同：文学と風土Ａ
文学と風土Ⅱ 多田　蔵人 2 〇 〇 日本文学専攻と合同：文学と風土Ｂ
表現と社会 平井　彰司 2 〇 〇 日本文学専攻と合同：表現と社会
編集理論 仲俣　暁生 2 〇 〇 日本文学専攻と合同：編集理論
英語発音法Ⅰ 髙橋　豊美 2 〇 英文学専攻と合同：英語発音法Ａ
英語発音法Ⅱ 髙橋　豊美 2 〇 英文学専攻と合同：英語発音法Ｂ
行動科学方法論Ⅰ 石川　潔 2 〇 〇 英文学専攻と合同：言語科学方法論Ａ
西欧比較文学Ⅰ 柳橋　大輔 2 〇 〇 英文学専攻と合同：比較文学研究Ａ
西欧比較文学Ⅱ 柳橋　大輔 2 〇 〇 英文学専攻と合同：比較文学研究Ｂ
＜国際日本学関連科目・歴史と思想＞
西欧の思想Ⅰ 押山　詩緒里 2 〇 〇 哲学専攻と合同：哲学基礎研究Ⅰ
西欧の思想Ⅱ 佐藤　岳詩 2 〇 〇 哲学専攻と合同：哲学基礎研究Ⅱ
東北アジアの文化伝播
Ⅰ－１ 阿部　朝衛 2 〇 〇 史学専攻と合同：日本考古学特殊研究Ⅰ 

東北アジアの文化伝播
Ⅰ－２ 阿部　朝衛 2 〇 〇 史学専攻と合同：日本考古学特殊研究Ⅱ 

東北アジアの文化伝播
Ⅱ－１ 小倉　淳一 2 〇 〇 史学専攻と合同：日本考古学特殊研究Ⅲ 

東北アジアの文化伝播
Ⅱ－２ 小倉　淳一 2 〇 〇 史学専攻と合同：日本考古学特殊研究Ⅳ

東北アジアの文化伝播
Ⅲ－１ 小倉　淳一 2 〇 〇 史学専攻と合同：日本考古学演習Ⅰ

東北アジアの文化伝播
Ⅲ－２ 小倉　淳一 2 〇 〇 史学専攻と合同：日本考古学演習Ⅱ
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東アジアの律令文化Ⅰ
－１ 小口　雅史 2 〇 〇 史学専攻と合同：日本古代史演習Ⅰ

東アジアの律令文化Ⅰ
－２ 小口　雅史 2 〇 〇 史学専攻と合同：日本古代史演習Ⅱ 

東アジアの律令文化Ⅱ
－１ 小口　雅史 2 〇 〇 史学専攻と合同：日本古代史演習Ⅲ

東アジアの律令文化Ⅱ
－２ 小口　雅史 2 〇 〇 史学専攻と合同：日本古代史演習Ⅳ

王権の政治文化Ⅰ 春名　宏昭 2 〇 〇 史学専攻と合同：日本古代史研究Ⅰ
学部と合同：日本古代史

王権の政治文化Ⅱ 春名　宏昭 2 〇 〇 史学専攻と合同：日本古代史研究Ⅱ
学部と合同：日本古代史料学Ⅰ

天皇制と政務・儀礼Ⅰ 山口　英男 2 〇 〇 史学専攻と合同：日本古代史特殊研究Ⅰ
天皇制と政務・儀礼Ⅱ 山口　英男 2 〇 〇 史学専攻と合同：日本古代史特殊研究Ⅱ
日本の歴史と宗教 及川　亘 2 〇 〇 史学専攻と合同：日本史学研究Ⅱ
古文書から読む江戸社
会・入門編Ⅰ 松本　剣志郎 2 〇 〇 史学専攻と合同：日本近世史料学研究Ⅰ

学部と合同：日本近世史料学Ⅰ
古文書から読む江戸社
会・入門編Ⅱ 松本　剣志郎 2 〇 〇 史学専攻と合同：日本近世史料学研究Ⅱ

学部と合同：日本近世史料学Ⅱ
江戸の地方文化Ⅰ 西沢　淳男 2 〇 〇 史学専攻と合同：日本近世史特殊研究Ⅲ
江戸の地方文化Ⅱ 西沢　淳男 2 〇 〇 史学専攻と合同：日本近世史特殊研究Ⅳ
日本文化と西洋文化Ⅰ 森田　貴子 2 〇 〇 史学専攻と合同：日本近代史特殊研究Ⅲ
日本文化と西洋文化Ⅱ 森田　貴子 2 〇 〇 史学専攻と合同：日本近代史特殊研究Ⅳ
日本の近代と国際社会
Ⅰ 内藤　一成 2 〇 〇 史学専攻と合同：日本近代史研究Ⅰ

学部と合同：日本近代史
日本の近代と国際社会
Ⅱ 内藤　一成 2 〇 〇 史学専攻と合同：日本近代史研究Ⅱ

学部と合同：日本近代史料学
沖縄学入門Ⅰ 大里　知子 2 〇 〇 史学専攻と合同：沖縄学入門Ⅰ
沖縄学入門Ⅱ 大里　知子 2 〇 〇 史学専攻と合同：沖縄学入門Ⅱ
アーカイブズ学Ⅰ 宮間　純一 2 〇 〇 史学専攻と合同：アーカイブズ学Ⅰ
アーカイブズ学Ⅱ 宮間　純一 2 〇 〇 史学専攻と合同：アーカイブズ学Ⅱ

文書館管理研究Ⅰ

宇都宮　美生
青木　直己
大塩　勇生
新井　浩文
白石　烈

濵田　耕平

2 〇 〇 史学専攻と合同：文書館管理研究Ⅰ

文書館管理研究Ⅱ

宇都宮　美生
青木　睦

赤松　道子
長谷部　圭彦
山田　太造
渡辺　浩一

2 〇 〇 史学専攻と合同：文書館管理研究Ⅱ

記録史料学研究Ⅰ 小宮山　敏和 2 〇 〇 史学専攻と合同：記録史料学研究Ⅰ
記録史料学演習Ⅰ 小宮山　敏和 2 〇 〇 史学専攻と合同：記録史料学演習Ⅰ
記録史料学研究Ⅱ 淺井　良亮 2 〇 〇 史学専攻と合同：記録史料学研究Ⅱ
記録史料学演習Ⅱ 淺井　良亮 2 〇 〇 史学専攻と合同：記録史料学演習Ⅱ
＜国際日本学関連科目・風土と民族＞
日本の環境論Ⅰ 伊藤　達也 2 〇 〇 地理学専攻と合同：人文地理学研究Ⅰ
日本の環境論Ⅱ 伊藤　達也 2 〇 〇 地理学専攻と合同：人文地理学研究Ⅱ
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日本の農業と農村Ⅰ 片　岡　義　晴 2 〇 〇 地理学専攻と合同：地域社会論研究Ⅰ
日本の農業と農村Ⅱ 片　岡　義　晴 2 〇 〇 地理学専攻と合同：地域社会論研究Ⅱ
地図の文化誌Ⅰ 米　家　志乃布 2 〇 〇 地理学専攻と合同：歴史地理学研究Ⅰ
地図の文化誌Ⅱ 米　家　志乃布 2 〇 〇 地理学専攻と合同：歴史地理学研究Ⅱ
※法政大学大学院学則の授業科目一覧表に記載のある科目で、上記一覧表に記載のない科目は、2020年
度休講です。

（注）異なる教員が担当している科目は、同じ年度に重複履修可能です。

３．講義概要について

授業科目の講義概要および教員の主要研究業績については、Webシラバスを参照してください。
WebシラバスURL：https://syllabus.hosei.ac.jp/

授業科目 担当教員名 単位 連続 重複 他専攻 備考
日本の都市と産業Ⅰ 小原　丈明 2 〇 〇 地理学専攻と合同：社会経済地理学研究Ⅰ
日本の都市と産業Ⅱ 小原　丈明 2 〇 〇 地理学専攻と合同：社会経済地理学研究Ⅱ
日本の農業と農村Ⅰ 佐々木　達 2 〇 〇 地理学専攻と合同：地域社会論研究Ⅰ
日本の農業と農村Ⅱ 佐々木　達 2 〇 〇 地理学専攻と合同：地域社会論研究Ⅱ
地図の文化誌Ⅰ 米家　志乃布 2 〇 〇 地理学専攻と合同：歴史地理学研究Ⅰ
地図の文化誌Ⅱ 米家　志乃布 2 〇 〇 地理学専攻と合同：歴史地理学研究Ⅱ
感情と健康の空間論Ⅰ 村田　陽平 2 〇 〇 地理学専攻と合同：文化地理学研究Ⅰ
感情と健康の空間論Ⅱ 村田　陽平 2 〇 〇 地理学専攻と合同：文化地理学研究Ⅰ
※ 法政大学大学院学則の授業科目一覧表に記載のある科目で、上記一覧表に記載のない科目は、2024 年度

休講です。
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博士後期課程
1．履修上の注意

国際日本学インスティテュートでは、2017年度より、博士後期課程においてコースワークおよび科目の
単位制を導入しました。これに伴い、2017年度以降入学者と 2016年度以前入学者では修了要件が異なりま
すので、ご注意ください。

【2017 年度以降入学者】
（１）修了要件

課程修了には、3年以上在学し、以下の修了所要単位を修得し、必要な研究指導を受けた上、博士論文
の審査および最終試験に合格しなければなりません。

履修区分 修了所要単位 備　考

必修科目 12単位

履修にあたっては、下記「（2）カリキュラムおよび履修上
の指示」を参照のこと。

選択必修科目 8単位以上
自由科目 修了要件外

合計 20単位以上

（２）カリキュラムおよび履修上の指示
①必修科目の履修について

科目名 単位 履修上の注意

国際日本学研究Ⅰ 2 指導教員が担当する「国際日本学研究Ⅰ・Ⅱ」で修了所要単位を満
たすこと。（修了所要単位に含めることができるは 12単位まで）国際日本学研究Ⅱ 2

②選択必修科目の履修について
• 修士課程と合同で授業を行います（下表参照）。指導教員以外の教員が担当する科目から履修してくだ
さい。指導教員が担当する科目は履修できません。
•同一科目について、重複履修はできません。
•選択必修科目の修了単位には、上記カリキュラム表に掲載する選択必修科目のほか、哲学専攻、日本
文学専攻、英文学専攻、史学専攻、地理学専攻が開講する博士後期課程科目（論文指導科目を除く）
で所要単位を満たすこと。なお履修できる科目は指導教員以外の教員が担当する科目とし、同一科目
は一度しか履修できません。

科目名 合同科目名 単位

国際日本学特殊講義ＡⅠ 修士：アジアと日本Ⅰ 2
国際日本学特殊講義ＢⅠ 修士：日本語の性格Ⅰ 2
国際日本学特殊講義ＢⅡ 修士：日本語の性格Ⅱ 2
国際日本学特殊講義ＣⅠ 修士：伝統文化と民衆世界Ⅰ 2
国際日本学特殊講義ＣⅡ 修士：伝統文化と民衆世界Ⅱ 2
国際日本学特殊講義ＤⅠ 修士：日本の思想・西欧の思想Ⅰ 2
国際日本学特殊講義ＤⅡ 修士：日本の思想・西欧の思想Ⅱ 2
国際日本学特殊講義ＥⅠ 修士：史料から読む琉球とアジアⅠ 2
国際日本学特殊講義ＥⅡ 修士：史料から読む琉球とアジアⅡ 2
国際日本学特殊講義ＦⅠ 修士：戦後沖縄と対外関係Ⅰ 2
国際日本学特殊講義ＦⅡ 修士：戦後沖縄と対外関係Ⅱ 2
国際日本学特殊講義ＧⅠ 修士：仏教思想と仏教美術Ⅰ 2
国際日本学特殊講義ＧⅡ 修士：仏教思想と仏教美術Ⅱ 2
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国際日本学特殊講義ＥⅠ 修士：史料から読む琉球とアジアⅠ 2
国際日本学特殊講義ＥⅡ 修士：史料から読む琉球とアジアⅡ 2
国際日本学特殊講義ＦⅠ 修士：戦後沖縄と対外関係Ⅰ 2
国際日本学特殊講義ＦⅡ 修士：戦後沖縄と対外関係Ⅱ 2
国際日本学特殊講義ＧⅠ 修士：仏教思想と仏教美術Ⅰ 2
国際日本学特殊講義ＧⅡ 修士：仏教思想と仏教美術Ⅱ 2

②選択必修科目について
　・ 修士課程との合同授業です（下記参照）。指導教員以外の教員が担当する科目から履修してください。

ただし、「国際日本学特殊講義 D Ⅰ・Ⅱ」のみは、指導教員が担当していても履修可とします。
　・ 同一科目について、重複履修はできません。
　・ 「国際日本学特殊講義 A Ⅰ～ L Ⅱ」の他に、哲学専攻、日本文学専攻、英文学専攻、史学専攻、地理

学専攻の博士後期課程科目も修了所要単位として履修することができます。ただし、同一科目は一度
しか履修できず（連続履修不可）、指導教員が担当する博士後期課程科目も履修できないので注意して
ください。なお、他専攻で指導教員が担当する科目を履修したい場合は、修士課程科目を履修登録し
てください。
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博士後期課程
1．履修上の注意

国際日本学インスティテュートでは、2017年度より、博士後期課程においてコースワークおよび科目の
単位制を導入しました。これに伴い、2017年度以降入学者と 2016年度以前入学者では修了要件が異なりま
すので、ご注意ください。

【2017 年度以降入学者】
（１）修了要件

課程修了には、3年以上在学し、以下の修了所要単位を修得し、必要な研究指導を受けた上、博士論文
の審査および最終試験に合格しなければなりません。

履修区分 修了所要単位 備　考

必修科目 12単位

履修にあたっては、下記「（2）カリキュラムおよび履修上
の指示」を参照のこと。

選択必修科目 8単位以上
自由科目 修了要件外

合計 20単位以上

（２）カリキュラムおよび履修上の指示
①必修科目の履修について

科目名 単位 履修上の注意

国際日本学研究Ⅰ 2 指導教員が担当する「国際日本学研究Ⅰ・Ⅱ」で修了所要単位を満
たすこと。（修了所要単位に含めることができるは 12単位まで）国際日本学研究Ⅱ 2

②選択必修科目の履修について
• 修士課程と合同で授業を行います（下表参照）。指導教員以外の教員が担当する科目から履修してくだ
さい。指導教員が担当する科目は履修できません。
•同一科目について、重複履修はできません。
•選択必修科目の修了単位には、上記カリキュラム表に掲載する選択必修科目のほか、哲学専攻、日本
文学専攻、英文学専攻、史学専攻、地理学専攻が開講する博士後期課程科目（論文指導科目を除く）
で所要単位を満たすこと。なお履修できる科目は指導教員以外の教員が担当する科目とし、同一科目
は一度しか履修できません。

科目名 合同科目名 単位

国際日本学特殊講義ＡⅠ 修士：アジアと日本Ⅰ 2
国際日本学特殊講義ＢⅠ 修士：日本語の性格Ⅰ 2
国際日本学特殊講義ＢⅡ 修士：日本語の性格Ⅱ 2
国際日本学特殊講義ＣⅠ 修士：伝統文化と民衆世界Ⅰ 2
国際日本学特殊講義ＣⅡ 修士：伝統文化と民衆世界Ⅱ 2
国際日本学特殊講義ＤⅠ 修士：日本の思想・西欧の思想Ⅰ 2
国際日本学特殊講義ＤⅡ 修士：日本の思想・西欧の思想Ⅱ 2
国際日本学特殊講義ＥⅠ 修士：史料から読む琉球とアジアⅠ 2
国際日本学特殊講義ＥⅡ 修士：史料から読む琉球とアジアⅡ 2
国際日本学特殊講義ＦⅠ 修士：戦後沖縄と対外関係Ⅰ 2
国際日本学特殊講義ＦⅡ 修士：戦後沖縄と対外関係Ⅱ 2
国際日本学特殊講義ＧⅠ 修士：仏教思想と仏教美術Ⅰ 2
国際日本学特殊講義ＧⅡ 修士：仏教思想と仏教美術Ⅱ 2

博士後期課程
 1．修了要件

【2017 年度以降入学者】
（１）修了所要単位

注意

履修方法

（２）カリキュラムおよび履修上の注意
①必修科目について
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科目名 合同科目名 単位

国際日本学特殊講義ＨⅠ 修士：越境時代の日本文化Ⅰ 2
国際日本学特殊講義ＨⅡ 修士：越境時代の日本文化Ⅱ 2
国際日本学特殊講義ＪⅠ 修士：データ分析法Ⅰ 2
国際日本学特殊講義ＫⅠ 修士：データ分析法Ⅱ 2
国際日本学特殊講義ＬⅠ 修士：サブカルチャー論Ⅰ 2
国際日本学特殊講義ＬⅡ 修士：サブカルチャー論Ⅱ 2

③自由科目の履修について
修士課程設置科目は修了要件には含まれませんが、自由に履修することができます。他専攻が設置す
る修士課程設置科目についても同様です。

【2016 年度以前入学者】
（１）修了要件

2017年度以降も修了要件に変更はありません。課程修了には、3年以上在学し、論文指導科目を計 6科
目以上修得し、かつ必要な研究指導を受けた上で、博士論文の審査ならびに最終試験に合格しなければな
りません。

（２）カリキュラムおよび履修上の指示
①論文指導科目の履修について

2016年度まで開講していた論文指導科目は、2017年度以降は開講しません。以下の表に従って履修
してください。たとえば、1年次に指導教員の開講する「国際日本学演習Ⅰ・Ⅱ」を修得済みの方は、2
年次以降指導教員の開講する「国際日本学研究Ⅰ・Ⅱ」を履修し修了要件を満たしてください。なお、
授業科目の単位制の導入により 2017年度より「国際日本学研究Ⅰ・Ⅱ」はそれぞれ 2単位科目となり
ますが、単位数による修了要件の計算はいたしません。

科目名 単位

国際日本学研究Ⅰ －

国際日本学研究Ⅱ －

国際日本学演習Ⅰ －

国際日本学演習Ⅱ －

国際日本学特殊研究Ⅰ －

国際日本学特殊研究Ⅱ －

国際日本学特殊講義Ⅰ －

国際日本学特殊講義Ⅱ －

科目名 単位

国際日本学研究Ⅰ 2
国際日本学研究Ⅱ 2

≪（旧）2016 年度までの開講科目≫　※廃止科目

② 2017 年度新設科目について
修了要件外の科目として下記の科目を履修することができます。

科目名 合同科目名 単位

国際日本学特殊講義ＡⅠ 修士：アジアと日本Ⅰ 2
国際日本学特殊講義ＢⅠ 修士：日本語の性格Ⅰ 2
国際日本学特殊講義ＢⅡ 修士：日本語の性格Ⅱ 2
国際日本学特殊講義ＣⅠ 修士：伝統文化と民衆世界Ⅰ 2
国際日本学特殊講義ＣⅡ 修士：伝統文化と民衆世界Ⅱ 2
国際日本学特殊講義ＤⅠ 修士：日本の思想・西欧の思想Ⅰ 2
国際日本学特殊講義ＤⅡ 修士：日本の思想・西欧の思想Ⅱ 2

≪（新）2017 年度以降の開講科目≫　※新設科目

―　127　―

３．講義概要（シラバス）

授業科目の講義概要および教員の主要研究業績については、Webシラバスを参照してください。
WebシラバスURL：https://syllabus.hosei.ac.jp/
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2．授業科目担当者一覧

③「日本語論文作成実習Ⅰ・Ⅱ」「日本語論文作成基礎ＡⅠ〜Ⅳ」「日本語論文作成基礎ＢⅠ〜Ⅳ」の履修
について
• 標記科目は留学生を対象とします。留学生は 1 年次に必ず履修してください。
• 標記科目を履修する場合、4月のオリエンテーション期間中に実施されるプレースメントテストを受け
てください。その成績により、「日本語論文作成実習Ⅰ・Ⅱ」「日本語論文作成基礎ＡⅠ～Ⅳ」「日本語
論文作成基礎ＢⅠ～Ⅳ」のいずれを履修するかが決まります。
•「日本語論文作成実習」を履修することになった学生はそのⅠとⅡを、「日本語論文作成基礎Ａ」を履
修することになった学生はそのⅠ～Ⅳを、「日本語論文作成基礎Ｂ」を履修することになった学生はそ
のⅠ～Ⅳを、それぞれ指定されたクラスで受講してください。「日本語論文作成実習」「日本語論文作
成基礎Ａ」「日本語論文作成基礎Ｂ」を組み合わせたかたちでの履修はできません。
• 秋学期に入学する研修生、委託研修生、特別研修生等は標記科目を履修することができません。日本
語作文にかかわる授業の履修を希望する場合、「日本文学・国際日本学論文作成基礎実習」（日本文学
専攻・国際日本学インスティテュートにおいて開講）を履修してください。

 標記科目は、研究科共通科目「日本語論文作成 AI～ IV」、「日本語論文作成 BI～ IV」とは異なる科
目です。研究科共通科目を履修しても修了所要単位には含まれないのでご注意ください。

④「国際日本学論文作成実習（英語）Ⅰ・Ⅱ」について
国際日本学インスティテュートでは、修士論文に論文要旨の英訳を添付することを義務づけています。
学術的な文章を英語で表現する力を身につけるためにも、履習することを推奨します。
⑤「日本文学・国際日本学基礎演習」「日本文学・国際日本学論文作成基礎実習」の履修について
標記科目は、秋学期に入学する研修生、委託研修生、特別研修生を主な対象とします。学術的な文章

を英語で表現する力を身につけるためにも、履修することを推奨します。
⑥その他注意事項
他専攻の学生を受け入れない科目もありますので、他専攻・他研究科の科目を履修する場合は、指導
教員の指導を仰いでください。

【連続】：前年度までに履修して単位を修得した科目を今年度もう一度履修すること。
【重複】：同じ年度内に、同じ名前の科目を複数履修すること。
【他専攻】：他専攻の学生が履修可能な科目。

授業科目 担当教員名 単位 連続 重複 他専攻 備考
＜必修科目・国際日本学演習＞

国際日本学演習Ⅰ 西　塚　俊　太 2 〇 〇（注） 〇 哲学専攻と合同：
日本思想史研究Ⅰ－ 1

国際日本学演習Ⅱ 西　塚　俊　太 2 〇 〇（注） 〇 哲学専攻と合同：
日本思想史研究Ⅰ－ 2

国際日本学演習Ⅰ 伊　海　孝　充 2 〇 〇（注） 〇 日本文学専攻と合同：
日本中世文芸演習 A

国際日本学演習Ⅱ 伊　海　孝　充 2 〇 〇（注） 〇 日本文学専攻と合同：
日本中世文芸演習 B

国際日本学演習Ⅰ 遠　藤　星　希 2 〇 〇（注） 〇 日本文学専攻と合同：
中国文学 A

国際日本学演習Ⅱ 遠　藤　星　希 2 〇 〇（注） 〇 日本文学専攻と合同：
中国文学 B

国際日本学演習Ⅰ 王　　　　　安 2 〇 〇（注） 〇 日本文学専攻と合同：
日本言語学演習ⅡＡ

国際日本学演習Ⅱ 王　　　　　安 2 〇 〇（注） 〇 日本文学専攻と合同：
日本言語学演習ⅡＢ

③自由科目について
　修士課程科目は修了要件には含まれませんが、自由に履修することができます。他専攻が設置する修
士課程科目についても同様です。なお、他専攻で指導教員が担当する科目を履修したい場合は、修士課
程科目を履修登録してください。

授業科目 担当教員名 単位 連続 重複 他専攻 備考
国際日本学研究Ⅰ 指導教員 2 〇 修士と合同

教員によって、人文他専攻の
修士・博士後期と合同国際日本学研究Ⅱ 指導教員 2 〇

国際日本学特殊講義ＢⅠ 滝浦　真人 2 〇 修士と合同
国際日本学特殊講義ＢⅡ 滝浦　真人 2 〇 修士と合同
国際日本学特殊講義ＣⅠ ヤナ・ウルバノヴァー 2 〇 修士と合同
国際日本学特殊講義ＣⅡ ヤナ・ウルバノヴァー 2 〇 修士と合同
国際日本学特殊講義ＤⅠ 髙田　圭 2 〇 修士と合同
国際日本学特殊講義ＤⅡ 髙田　圭 2 〇 修士と合同
国際日本学特殊講義ＥⅠ 得能　壽美 2 〇 修士と合同
国際日本学特殊講義ＥⅡ 得能　壽美 2 〇 修士と合同
国際日本学特殊講義ＦⅠ 明田川　融 2 〇 修士と合同
国際日本学特殊講義ＦⅡ 明田川　融 2 〇 修士と合同
国際日本学特殊講義ＧⅠ 高橋　悠介 2 〇 修士と合同
国際日本学特殊講義ＧⅡ 高橋　悠介 2 〇 修士と合同
国際日本学特殊講義ＪⅠ 田中　邦佳 2 〇 修士と合同
国際日本学特殊講義ＫⅠ 田中　邦佳 2 〇 修士と合同
国際日本学特殊講義ＬⅠ 倉本　さおり 2 〇 修士と合同
国際日本学特殊講義ＬⅡ 倉本　さおり 2 〇 修士と合同
※ 法政大学大学院学則の授業科目一覧表に記載のある科目で、上記一覧表に記載のない科目は、2024 年度

休講です。
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